
当
院
の
５
階
病
棟
は
、
主
に
循
環
器

内
科
で
す
。
循
環
器
の
病
気
に
は

狭
心
症

き
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

や
心
筋
梗
塞

し
ん
き
ん
こ
う
そ
く

な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
循
環
器
の
病
気
の
緊
急

入
院
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
５
階
病

棟
に
は
冠
動
脈
疾
患
集
中
治
療
室
（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
）
を
３
床
設
け
、
高
度
な
治
療
・

看
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
生
活
習
慣
病

が
引
き
金
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
中
で

も
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
喫

煙
が
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。
当
院
に
入

院
さ
れ
る
患
者
さ
ま
も
こ
の
よ
う
な
生

活
習
慣
病
を
患
わ
れ
た
か
た
が
多
く
、

病
気
の
再
発
予
防
の
た
め
に
退
院
指
導

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
心
筋
梗
塞

の
患
者
さ
ま
に
は
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
表
を
用
い
て
、
退

院
日
を
目
標
に
心
臓
の

機
能
を
高
め
る
リ
ハ
ビ

リ
を
病
棟
看
護
師
の
指

導
の
も
と
毎
日
の
看
護

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ビ
デ
オ
を
用
い
た
指

導
、
お
よ
び
栄
養
士
に

よ
る
栄
養
指
導
、
薬
剤

師
に
よ
る
薬
剤
指
導
と

他
部
門
と
も
連
携
を
図

り
、
患
者
さ
ま
が
よ
り

安
心
し
て
退
院
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ま
に
信
頼
さ
れ

る
治
療
、
看
護
が
提
供
で
き
ま
す
よ
う

ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
５
階
病
棟
主
任：

山
下
希
三
代
）

平
成
９
年
４
月
21
日
、
当
院
が
開
院

さ
れ
て
か
ら
、
８
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

私
は
平
成
８
年
の
開
設
準
備
の
こ
ろ
に

就
職
し
、
現
在
は
内
科
病
棟
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。
８
年
前
２
歳
だ
っ
た
娘

も
、
今
は
小
学
４
年
生
。
そ
の
上
の
３

人
の
息
子
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
成
長
し
、

長
男
は
来
年
高
校
受
験
を
迎
え
ま
す
。

よ
う
や
く
皆
、
自
分
の
事
は
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
慌

あ
わ
た
だし
い
朝
も
、
祖
母
の
手

を
わ
ず
ら
わ
す
事
無
く
、
各
自
が
朝
食

を
作
っ
て
登
校
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
き

た
今
年
の
５
月
、
４
男

が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま

た
一
か
ら
育
児
の
出
直

し
と
な
り
ま
し
た
が
、

９
月
に
職
場
復
帰
い
た

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
育
児
と
家
事

は
母
や
夫
の
協
力
が
大
き
い
の
で
す

が
、
頼
も
し
い
４
人
の
兄
弟
が
取
り
合

う
ほ
ど
に
面
倒
を
み
て
く
れ
、

沢
山
の
母
（
？
）
に
囲
ま
れ
、

４
男
も
す
く
す
く
育
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
姿
を
見
る
た
び
“
頑

張
ろ
う
！
”
と
奮
起
で
き
る
の

で
す
。
家
庭
と
仕
事
の
両
立
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ナ

ー
ス
と
し
て
の
母
親
の
姿
も
、

子
ど
も
た
ち
な
り
に
受
け
止
め
て
い
る

よ
う
で
す
。
子
育
て
で
も
、
看
護
に
お

い
て
も
精
一
杯
努
力
し
、
家
で
は
家
族

の
た
め
に
、
病
院
で
は
多
く
の
患
者
さ

ま
や
ご
家
族
の
た
め
に
、
ど
ん
な
時
で

も
、“
心
こ
そ
大
切
な
れ
”
と
胸
に
刻

ん
で
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
人
で

あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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名張市立病院だより 

＜基本理念＞
市民の皆さまに親しまれ信頼される病院を目指します。

＜基本方針＞
・患者さまの権利を尊重し、理解と納得に基づく良質で安心できる医療を行います。

・地域の診療所、病院と連携して、地域医療、救急医療の充実に努めます。

・地域に開かれた病院を目指し、ボランティア、学生などを進んで受け入れ、市民と

の交流を深めます。

・公共性と経済性を考慮した健全な病院経営に努めます。

・初心を忘れず、日々研鑽
けんさん

し、働きがいのある明るい病院を創造するよう努めます。
４階病棟主任

裏南
うらみなみ

菊代

冬の青蓮寺湖です。凛とはりつめた空気の向こう側に雪化粧した湖岸の木々が見られます。冷たい空気を
ゆっくりと深呼吸して、大きく背伸びをすると体までピンッとしてきます。これから、ますます寒さも厳し
くなってきますが、朝の青蓮寺湖を訪れてみませんか。湖岸道路に野猿などが見られる時もあります。私た
ちの名張は豊かな自然の宝庫です。
（写真・文：｢きらり｣編集委員（市民ボランティア）：五師文平さん（名張市百合が丘在住）

青
蓮
寺
湖
の
雪
景
色
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き
ん
し
か
ん
や
く

（
＊
１
）
局
所
麻
酔
の
一
つ
で
手
術
す

る
部
分
の
神
経
だ
け
を
麻
酔
す
る
。

（
＊
２
）
全
身
麻
酔
を
安
全
に
行
な
う

た
め
に
口
（
ま
た
は
鼻
）
か
ら
気
管

ま
で
管
を
入
れ
空
気
の
通
り
道
を
確

保
す
る
こ
と
。

の
消
化
器
疾
患
の
手
術
後
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
心
臓
や
脳
な
ど
の
血

管
系
や
神
経
系
の
臓
器
と
違
い
、
本
来

常
在
細
菌（
体
内
に
通
常
み
ら
れ
る
菌
）

が
生
息
し
て
い
る
消
化
管
を
切
除
、
縫

合
な
ど
で
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ

る
も
の
で
す
。
手
術
部
位
感
染
は
外
科

手
術
後
に
お
け
る
重
要
な
合
併
症
で
あ

り
、
こ
れ
が
生
じ
る
と
入
院
期
間
が
延

長
し
、
入
院
費
用
が
増
大
す
る
こ
と
に

な
り
、
患
者
さ
ん
の
満
足
度
を
低
下
さ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
外
科
病
棟
で
は
手
術
部

位
感
染
を
減
ら
す
た
め
、
そ
の
効
果
が

立
証
さ
れ
て
い
る
対
策
（
参
照：

左
上

「
手
術
部
位
感
染
を
減
ら
す
た
め
の
対

策
」）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
今
後
も
当
院
で
手
術
を
受

け
て
い
た
だ
く
患
者
さ
ん
の
病
気
を
治

療
す
る
だ
け
で
な
く
、
手
術
後
の
合
併

症
発
生
予
防
に
も
配
慮
し
た
医
療
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

周
術
期
の
院
内
感
染
対
策

手
術
部
位
感
染
に
つ
い
て

診療部長兼外科部長、
ICD（感染制御医）
竹内謙二

麻
酔
法
は
二
つ
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

一
つ
は
麻
酔
薬
を

脳
に
作
用
さ
せ
鎮
痛

を
得
る
方
法
で
す
。

こ
れ
は
、
同
時
に
意

識
も
無
く
な
り
ま
す

の
で
全
身
麻
酔
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
手
術
す

る
部
分
だ
け
を
選
択
的
に
鎮
痛
す
る
局

所
麻
酔
で
す
。
こ
れ
は
意
識
に
は
影
響

を
与
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
単
独
で
、

も
し
く
は
併
用
し
て
麻
酔
を
お
こ
な
い

ま
す
。
以
下
に
外
科
手
術
で
の
麻
酔
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

術前対応
・体毛を除毛しない
除毛が必要な時はバリカンを使って手術室で行う

《カミソリ跡のごく小さな傷が感染に影響を及ぼすため》
・周術期(手術前から手術後までの期間)の高血糖を避ける

《血糖が高いほど感染の危険性が増すため》
・手術前は禁煙する

《ニコチンは創の治癒を遅らすため》
・手術前の入院期間を短くする

《入院期間が長いほど他からの感染の恐れがあるため》

手術日対応
・抗菌薬（細菌を殺菌したり増殖を抑える薬）は、手術中に組織内濃度
（手術部位の薬の量）が高まるように手術室で投与する

《手術中からの感染を防ぐため》
・清潔手術(常在細菌での感染の恐れのない手術)では抗菌薬の投与は手
術当日のみとする

・手術創は生体内で吸収される糸で縫う
《吸収されない糸では、そこに細菌が溜まる恐れがあるため》

術後対応
・手術創は滅菌フィルムで保護し、毎日の消毒はしない

《頻繁な消毒行為は、逆に感染の恐れがあるため》
・ドレーン（体内に貯留する血液や浸出液を体外に誘導させる管）類は
できる限り早期に抜去する
《装置期間が長くなるほど、細菌が外から侵入する恐れがあるため》

華
岡
青
洲

は
な
お
か
せ
い
し
ゅ
う

が
全
身
麻
酔
を
用
い
て
乳

癌
の
手
術
を
お
こ
な
っ
て
か
ら
二
百
年

の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
麻
酔

は
他
の
分
野
と
同
様
、
長
足
の
進
歩
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
手
術

の
種
類
と
、
そ
れ
を
受
け
る
患
者
さ
ん

の
状
態
を
考
慮
し
て
最
適
な
麻
酔
法
が

選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

麻酔科部長　
黒渕源之

性
（
患
者
さ
ん
自
身
が
す
で
に
持
っ
て

い
た
菌
が
手
術
や
、
体
力
の
低
下
な
ど

に
よ
り
異
常
発
育
し
、
感
染
症
と
し
て

発
症
す
る
）
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
こ
の
よ
う
な
手
術
後
の
感
染
症

の
な
か
で
、
手
術
を
受
け
た
後
、
手
術

創
（
手
術
で
で
き
た
き
ず
）
に
感
染
が

生
じ
る
手
術
部
位
感
染
に
つ
い
て
今
回

は
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。手

術
部
位
感
染
は
、
特
に
胃
腸
な
ど

手術部位感染を減らすための対策

麻
酔
科
医
師
の
仕
事

病
院
内
で
の
感
染
対
策

は
、
外
因
性
（
周
り
の
環
境

か
ら
の
影
響
）
に
よ
る
感
染

へ
の
対
策
が
強
調
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
消
化
器
外
科
部
門

の
手
術
後
の
感
染
症
は
内
因



日
ご
ろ

栄
養
指
導

を
し
て
い

ま

す

と

「
糖
尿
病
」

と
「
高
血

圧
」
「
肥

満
症
」
、

ま
た
「
糖

尿
病
」
と

「
高
脂
血
症
」「
肥
満
症
」
と
生
活
習
慣

病
を
重
複
し
た
か
た
が
、
と
て
も
多
い

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
食
べ
す
ぎ

と
運
動
不
足
に
よ
る
も
の
で
、
減
量
を

中
心
と
し
た
栄
養
指
導
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
共
通
の
原
因
と
な
る
の

が
、
内
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
た
ま
る

内
臓
脂
肪
と
皮
下
脂
肪
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
わ
れ
方
が
違
い
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
備
蓄
を
預
金
に
例
え
る
と
、

内
臓
脂
肪
は
日
々
の
生
活
の
た
め
の
普

通
預
金
、
皮
下
脂
肪
は
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
る
定
期
預
金
と
い
え
ま
す
。

つ
ま
り
内
臓
脂
肪
は
比
較
的
容
易
に
た

ま
る
も
の
の
、
容
易
に
使
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
日
々
の
食
事
や
運
動
を
心

が
け
れ
ば
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
は

十
分
に
可
能
で
す
。

（
栄
養
科
主
任：

松
本
優
子
）

病
院
薬
剤
師
の
仕
事

と
は
？

Ｑ
薬
剤
師
の
資
格
で
働
く
職
場

に
は
町
の
薬
局
、
製
薬
会
社
、

病
院
、
保
健
所
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

私
た
ち
病
院
で
働
く
薬
剤
師
の
仕
事

に
は
、
医
師
の
処
方
に
よ
り
医
薬
品
を

使
用
し
て
患
者
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
病

に
対
す
る
薬
剤
を
調
製
す
る
「
調
剤
業

務
」
や
、
市
販
品
で
は
十
分
な
対
応
が

で
き
な
い
と
き
に
院
内
で
製
造
す
る

「
製
剤
業
務
」
の
よ
う
に
皆
さ
ま
が
ご

承
知
の
業
務
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
に
も
▼
必
要
な
と
き
に
必
要
量
が
調

剤
で
き
る
よ
う
に
在
庫
の
供
給
と
温
度

な
ど
品
質
の
管
理
を
行
な
う
「
医
薬
品

管
理
業
務
」
▼
医
薬
品
が
安
全
に
且
つ

有
効
に
使
わ
れ
る
為
に
医
薬
品
の
情
報

を
収
集
、
整
理
、
保
管
し
医
療
の
現
場

へ
提
供
、
ま
た
質
疑
応
答
す
る
「
医
薬

品
情
報
業
務
」
▼
病
棟
で
投
薬
を
受
け

た
患
者
さ
ま
に
、
薬
物
治
療
に
つ
い
て

説
明
す
る
「
薬
剤
指
導
業
務
」
▼
新
薬

を
製
造
・
輸
入
す
る
為
、
厚
生
労
働
省

に
申
請
す
べ
き
資
料
の
収
集
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
、
臨
床
試
験
を
支
援
す

る
「
治
験

ち
け
ん

支
援
業
務
」

な
ど
を
行
い
医
薬
品
の

適
正
な
使
用
に
努
め
て

い
ま
す
。

（
薬
局
長：

松
嶋
幹
夫
）

Ａ

名張市立病院では外来・入院患者の皆さまや
病院の来訪者の皆さまにやすらぎを感じていた
だけるよう様々な工夫をしています。施設の内
外に観葉植物を置いたり、施設の採光や彩色に
配慮したりするとともに、1階の外来の待合や、
中央の廊下などの壁面に美術作品を展示できる
ようにしています。
この展示場所に開院以来、毎年秋に開催され

る名張市美術展覧会に出展されている作品のう
ち、絵画、書道、写真の3つの部門の作品の中
から名張市美術展覧会審査委員のかたが推薦し
た作品の作者の皆さんにご協力いただき展示さ

せていただいております。
展示期間は1年間で、毎年3月に入れ替えら

れています。
作品の数は毎年80点程にもおよび、そのほ

とんどの作者は市内のかたです。
今年も絵画36点、書道21点、写真30点の全

部で87点の美術作品が展示されています。
廊下の両壁に整然と展示された姿は、まるで

美術館のようで、作品に見入られるかたや、知
り合いの作品を探して鑑賞されるかたが数多く
おられ、美術作品のおかげで患者さまや来訪者
の皆さまの心を和ませていただいております。

名張市立病院に訪れたかたは気付かれ
ると思いますが、1階の外来の待合や中
央の廊下、そして各階病棟の患者食堂の
壁面に絵画や書道、写真といった美術作
品が数多く展示されています。それも、
時々展示作品が入れ替わっています。
今回は、この美術作品についてご紹介

します。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
で
す
。

最
近
で
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
背
景

に
し
て
、
複
数
の
生
活
習
慣
病
が
合
併

し
て
い
る
状
態
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
危
険
性
!!

企
業
労
働
者
12
万
人
を
対
象
と
し
た

調
査
で
は
軽
度
で
あ
っ
て
も
肥
満
、
高

血
圧
、
高
血
糖
、
高
中
性
脂
肪
な
ど
の

危
険
因
子
を
２
つ
以
上
持
つ
人
は
全
く

「メタボリックシンドローム」
という言葉をご存知ですか？

持
た
な
い
人
に
比
べ
、
心
臓
病
の
発
症

リ
ス
ク
が
10
倍
近
く
に
、
３
〜
４
つ
あ

わ
せ
て
持
つ
人
で
は
な
ん
と
31
倍
に
も

な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

た
と
え
異
常
の
程
度
は
軽
く
て
も
複

数
の
危
険
因
子
が
重
複
し
て
い
る
ケ
ー

ス
で
は
、
動
脈
硬
化
が
起
き
や
す
い
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
「
死
の
四

重
奏
」
と
も
い
い
ま
す
。

「
内
臓
脂
肪
」
は
普
通
預
金
、

「
皮
下
脂
肪
」
は
定
期
預
金



あ
る
お
年
寄
り
の
患
者
さ
ん
曰い

わ

く
「
こ
の
前
70

歳
に
な
っ
て
、
３
千
円
だ
っ
た
病
院
の
支
払
い
が

千
円
に
な
っ
て
助
か
り
ま
し
た
わ
」
と
。

な
る
ほ

ど
２
千
円
の
差
は
大
き
い
だ
ろ
う
、
帰
り
に
何
か

お
い
し
い
も
の
で
も
食
べ
る
に
も
十
分
だ
ろ
う
、

と
思
い
つ
つ
も
来
年
10
月
か
ら
始
ま
る
医
療
制
度

改
革
を
思
い
出
し
た
。
こ
の
患
者
さ
ん
の
所
得
が

ど
れ
ほ
ど
か
は
知
ら
な
い
も
の
の
、
最
悪
の
場
合

は
、
支
払
い
は
３
千
円
に
ま
た
逆
戻
り
。
寒
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
な
に
か
に
つ
け
て
も
、
病

気
に
な
ら
な
い
事
が
肝
要
な
よ
う
で
す
。（
Ｋ
・
Ｈ
）

今
年
も
寒
い
日
が
続
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
す
る
兆
し
で
す
が
、
風
邪
対
策
は
万
全
で
す

か
？
私
は
寒
く
な
っ
て
も
な
る
べ
く
外
に
出
て
ゴ

ル
フ
や
釣
り
で
汗
を
か
き
、
ま
た
、
空
手
で
心
身

と
も
に
鍛
え
て
風
邪
を
撃
退
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
Ｔ
・
Ｎ
）

寒
い
冬
は
つ
ら
い
け
れ
ど
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
に
出
か
け
た
り
、
食
べ
物
が
お
い
し
い
の
が

嬉
し
い
で
す
。
今
年
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
手
洗
い
・
う
が
い
の

励
行
と
た
っ
ぷ
り
栄
養
補
給
し
て
元
気
に
冬
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。（
Ａ
・
Ｙ
）

「
き
ら
り
」の
一
言 

＜予約のないかた＞
午前8時30分～午前11時30分
※木曜日の小児科のみ午後1時30分～午後4時00分
＜予約のあるかた＞
午前8時00分～予約終了時刻まで

保険証・医療証などは、月に１度窓口で
確認させていただきます。また、変更・
更新の際は必ずご提出ください。

受 付 時 間

保 険 証 な ど は

救急患者の重症度は，次のように３段階に分かれています。
1.一次救急患者…歩いて医療機関に受診することができ、基本的には
入院される必要のない患者さん

2.二次救急患者…救急搬送（救急車）、または自力で病院に受診されます
が、基本的には入院が必要な患者さん

≪緊急手術が必要な場合もある≫

3.三次救急患者…基本的には救急搬送されるか、または一次・二次救
急病院からの救急搬送（転院）される患者さん

≪重症であり、集中治療や緊急手術が必要≫

院の救急外来は８～９人体制（外科系医師1人、内科医師1人、薬

剤師1人、放射線技師1人、臨床検査技師1人、看護師2人、医療事

務員１～２人）で二次救急に対応しています。近隣の上野総合市民病院

（304床）や岡波総合病院（339床）、宇陀市立病院（旧町立榛原総合病院）

（300床）と比べ、病床数の少ない当院（200床）では、職員総数に対す

る人数配置の比率は高く、担当職員の当番回数が多くなっています。

また、伊賀市では二つの病院が輪番で二次救急患者を受け入れていま

すが、名張市では当院が単独で365日24時間受け入れを行っています。

そのため、救急医療に係る時間外労働や職種によっては待機番があるな

ど、長い拘束時間が常態化している状態で、担当職員への負担は多大な

ものになっています｡

救急患者の受け入れ実績としては、平成16年度は1万2,512人（１日平

均34人）の救急患者が来院され、そのうちの1,327人（11％）が入院され

ました。また救急車で来院されたかたは2,621人で入院されたかたは807

人（31％）でした。この中には、二次救急患者のほかに平日の外来時間

内に受診できないために来院される患者さんや、一次救急担当医療機関

が診察時間外のため、来院される軽症患者のかたも多数おられるのが現

状です。限られた医療スタッフが対応するため、多くの患者さんが救急
外来に来院されますと、待ち時間が長くなるだけでなく、重症な患者さ
んに充分な治療ができなくなることにもなりますので、軽症患者の方に
は一次医療機関で受診していただくことをお願い致します。
また、当院の入院ベッドは、市民の皆さんの財産であると考え、その

利用は、市民の最大限の利益のため、入院治療が必要と判断された急性
期患者や、重症と判断された患者さんなどに優先的に入院して頂いてい
ます。必ずしも個別の事情による患者さんの入院希望には対応できない
ことを何卒、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

今後も市立病院は、二次救急病院としての使命を果たすべく努力を積

み重ね、市民の皆さんに親しまれ、信頼される病院を目指していきます

ので、ご理解ご支援の程よろしくお願い致します。

診療部長兼外科部長・救急室長　竹内謙二
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